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てきた」24)と指摘しながら、
武士が農工商三民に対して己を貴きもの
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」であった。いや国家とは「人倫の体系
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として指示されてゐるのは、家族、地縁共同
体、経済的組織、文化共同体、国家などにおける人倫の道
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の実現である












































































設のための国民教育改革案」としての『ドイツ国民に告ぐ (Reden an die deutsche Nation)』
（1808年）に明確に示されており、フィヒテの「個人主義より全体主義へ、警察国家観より
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よつて自らの生活態度を規律する
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帰一し奉りつつ
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、不断なる道義実現の大作業を
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
続けて来たといふ事実
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、天皇中心の
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道義建設作業に邁進して行く以上





















































方であった。例えば、最後の東京帝国大学総長南原繁 (1889–1974)は、1946年 2月 11日の
「紀元節（建国祭）」の「新日本文化の創造―紀元節における講述」と題する講演におい
て、「国民の精神的革命―国民の改造」を通しての「新日本文化の創造と道義国家日本の
図 1　李退渓銅像の除幕式（1970年 10月 20日）。朴正熙夫妻が臨席 
（出典：『退渓学報』創刊号、退渓学研究院、1973年 10月）
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退渓（本名は李滉、1501–1570）が顕彰















































 22) 「町人道徳」岩波講座『倫理学』第 13巻、1941年、8頁。
 23) 和辻は自身の「倫理学」体系である『倫理学　中巻』の刊行を前にして、天野貞祐・高橋穣とと
もに編集委員として岩波講座『倫理学』（全 15巻、1940–1941年）を公刊する。この講座には、
和辻の「尊皇思想とその伝統」第 1巻（1940年 5月）、「献身の道徳とその伝統」第 3巻（1940
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を目ざしてゐるといふ点である。
……然るにこゝでは法華経への自己投入が国家の救済
















































 49) 和辻「序言」1頁、『倫理学　下巻』岩波書店、1950年（初版 1949年）。以下、『下巻』と略記。
 50) 『下巻』583–584頁。
 51) 『下巻』560頁。また、和辻は「天皇が長い歴史を通じて国民的統一




 53) 「人倫的国家の理想とその伝統」、岩波講座『倫理学』第 6巻、1941年。以下、「人倫」と略記。
 54) 「人倫」39頁。続けて、和辻は、「憲法は、国家の根本法
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、即ち人倫的国家
理想の実現にほかならない」（「人倫」96頁）と述べる。
 59) 「人倫』100頁。一方、1942年に出版された小林一朗『神皇正統記』〈皇国精神講座第 10巻〉（平
凡社）の解釈は、当時の「国体」言説に基づいている。
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を十分に理解することが必要である。それは歴史の問題









はここで終えねばならなかった」『現代思想』第 38巻 5号、青土社、2010年 4月、21頁。前
掲、子安宣邦『和辻倫理学を読む―もう一つの「近代の超克」』234頁）と批判する。
 93) 丸山真男・福田歓一編『南原繁著作集』第 7巻、岩波書店、1984年、28–30頁。
 94) 田辺はここで、「国家の道義性といふものは個人の道徳性と全く同じものであることは出来ぬ」
（『中央公論』第 650号、5頁）と述べる。
 95) 『田辺元全集』第 8巻、筑摩書房、1976年、341頁。これについては、拙稿「『友愛革命』は日本
の『国家的公共性』を越えられるか」（『公共的良識人』第 220号、京都フォーラム事務局、
2010年 3月）を参照されたい。
 96) 『朴正煕選集 1―韓民族の進むべき道』鹿島研究所出版会、1970年、233頁。
 97) これについては、拙稿「解放後・戦後における『道義』言説と李退渓―〈道義の帝国〉論の射
程」（『韓・日・中退渓学国際学術大会予告集』2009年 10月、九州大学）を参照されたい。
 98) 「哲学」74頁。
